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現
在
、
ソ
ウ
ル
大
学
校
中
央
図
書
館
が
所
蔵
す
る
、
旧
京
城
高
等
工
業
学
校
鉱
山

学
科
な
ら
び
に
旧
京
城
鉱
山
専
門
学
校
採
鉱
学
科
の
現
存
を
確
認
で
き
た
鉱
山
実
習

報
告
書
の
目
録
で
あ
る
。
昨
年
度

(

二
〇
〇
八
年
九
月)

に
日
本
学
術
振
興
会
科
学

研
究
費
基
盤
研
究

(

Ｃ

(

１))

の
一
環
と
し
て
、
ソ
ウ
ル
大
学
校
で
検
索
・
閲
覧
を
行
っ

た
成
果
報
告
で
も
あ
る
。

京
城
高
等
工
業
学
校
は
大
正
五

(

一
九
一
六)

年
四
月
に
設
立
し
た
京
城
工
業
専

門
学
校
を
母
体
と
す
る
。
大
正
一
一
年
に
京
城
高
等
工
業
学
校
に
改
名
し
た
。
同
校

の
鉱
山
学
科
は
修
了
年
限
が
三
年
で
、
そ
の
三
年
次
に
鉱
山
実
習
を
行
っ
て
い
る
。

同
校
鉱
山
学
科
は
昭
和
一
四

(

一
九
二
九)

年
四
月
設
立
の
京
城
鉱
山
専
門
学
校
に

継
承
さ
れ
、
採
鉱
学
科
、
冶
金
学
科
、
鉱
山
機
械
学
科
の
三
学
科
に
分
科
し
た
。
鉱

山
実
習
を
行
っ
た
の
は
、
こ
の
う
ち
採
鉱
学
科
の
み
で
あ
る
。
鉱
山
実
習
は
や
は
り

三
年
次
に
課
さ
れ
た
。
一
方
で
、
大
正
一
三
年
設
立
の
京
城
帝
国
大
学
に
も
、
昭
和

一
六
年
度
に
理
工
学
部
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
中
に
鉱
山
冶
金
学
科
の
存
在
を
確
認
で

き
る
。
年
限
は
三
年
で
あ
り
、
鉱
山
実
習
を
行
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
が
、
京
城

帝
国
大
学
の
学
生
に
よ
る
実
習
報
告
書
の
現
存
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。

表
１
に

『

朝
鮮
諸
学
校
一
覧

(

２)』

よ
り
確
認
で
き
た
学
生
数
の
内
訳
を
示
す
。
各
学

年
の
内
地
人

(

日
本
人)

と
朝
鮮
人
の
実
数
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
年
に
よ
り
、

そ
の
比
率
に
ば
ら

つ
き
が
あ
り
、
例

え
ば
昭
和
一
一
年

度
入
学
生
は
、
朝

鮮
人
学
生
の
数
が

内
地
人
学
生
よ
り

も
多
い
。
昭
和
一

三
年
度
に
は
そ
れ

ま
で
の
一
〇
名
前

後
か
ら
、
三
〇
数

名
へ
と
突
然
学
生
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年度 一年次 二年次 三年次
内 鮮 内 鮮 内 鮮

昭和７ 12 1 8 2 6 1
昭和８ 7 3 12 1 7 1
昭和９ 6 5 7 3 11 1
昭和11 5 12 5 4 6 5
昭和12 13 5 5 11 5 4
昭和13 28 9 10 5 5 10
昭和14 26 23 22 9 8 4
昭和15 22 30 25 22 18 9
昭和16 31 29 19 28 24 21
昭和17 38 12 27 14 20 27
昭和18 48 8 35 11 26 14

表１ 京城高等工業学校鉱山学科・京城鉱山
専門学校採鉱学科学生数一覧

朝鮮総督府学務局 『朝鮮諸学校一覧』 (昭和７～
９､ 11～18年度) より作成

凡例 ｢内｣ は内地人�日本人)､ ｢鮮｣ は朝鮮人学
生を示す｡

は京城鉱山専門学校採鉱学科を示す｡



数
が
増
加
す
る
。
原
因
は
定
か
で
は
な
い
が
、
昭
和
一
四
年
に
京
城
高
等
工
業
学
校

か
ら
京
城
鉱
山
専
門
学
校
に
移
管
後
の
採
鉱
学
科
の
学
生
数
を
見
る
と
五
〇
名
を
超

え
る
入
学
者
数
で
あ
り
、
な
お
か
つ
冶
金
学
科
、
採
鉱
機
械
学
科
の
学
生
数
も
含
め

る
と
一
学
年
一
〇
〇
名
近
い
学
生
が
い
る
こ
と
か
ら
、
蘆
溝
橋
事
件
を
発
端
と
す
る

戦
時
体
制
の
突
入
に
よ
り
、
地
下
鉱
物
資
源
へ
の
需
要
が
た
か
ま
り
、
そ
れ
に
併
せ

る
よ
う
に
鉱
山
専
門
教
育
に
力
を
入
れ
た
結
果
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

日
本
国
内
に
お
け
る
鉱
山
実
習
報
告
書
は
、
拙
稿

(

３)

で
も
報
告
し
た
よ
う
に
旧
帝
国

大
学
を
中
心
と
す
る
採
鉱
・
冶
金
学
科
を
持
つ
高
等
教
育
機
関
の
後
身
組
織
が
所
蔵

し
て
お
り
、
所
属
し
た
学
生
全
員
が
鉱
山
実
習
に
赴
い
て
い
た
こ
と
が
判
っ
て
い
る
。

そ
う
考
え
れ
ば
、
京
城
に
お
け
る
鉱
山
実
習
報
告
書
は
確
実
に
二
五
〇
冊
以
上
あ
っ

た
こ
と
が
類
推
さ
れ
る
が
、
現
在
、
ソ
ウ
ル
大
学
校
が
所
蔵
す
る
そ
れ
は
、
わ
ず
か

五
九
冊
に
過
ぎ
な
い
。
組
織
改
編
や
統
合
の
混
乱
の
中
で
、
そ
の
多
く
が
失
わ
れ
て

し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
ソ
ウ
ル
大
学
校
中
央
図
書
館
の
図
書
検
索
シ
ス

テ
ム
で
ヒ
ッ
ト
し
た
実
習
報
告
書
は
全
部
で
六
五
冊
あ
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
六
冊
は

所
在
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

現
存
す
る
実
習
報
告
書
の
作
成
者
は
、
氏
名
か
ら
判
断
し
て
内
地
人
と
朝
鮮
人
の

比
が
二
対
一
で
あ
る
。
た
だ
し
、
昭
和
一
四
年
に
定
め
ら
れ
た

｢

創
氏
改
名｣
に
よ

り
日
本
名
に
改
め
た
学
生
が
い
た
可
能
性
が
高
い

(

実
際
に
昭
和
一
五
年
度
の
実
習

報
告
書
の
一
冊
に
は
、
朝
鮮
名
と
日
本
名
を
併
記
し
て
い
る
者
が
い
る)

の
で
、
昭

和
一
五
年
以
降
は
こ
の
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
内
地
へ
実
習
に
赴
い
た
の

は
全
員
内
地
人

(

日
本
人)

で
あ
り
、
朝
鮮
人
は
ほ
と
ん
ど
が
朝
鮮
内
の
鉱
山
や
炭

鉱
で
実
習
を
行
う
が
、
何
名
か
は
満
洲
へ
実
習
に
行
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

拙
稿

(

４)

で
示
し
た
が
、
旧
帝
国
大
学
の
実
習
報
告
書
中
、
朝
鮮
を
対
象
と
し
た
も
の

は
三
二
冊
し
か
な
い
。
た
だ
し
、
こ
れ
以
外
に
早
稲
田
大
学
、
大
阪
大
学

(

大
阪
高

等
工
業
学
校)

、
九
州
工
業
大
学

(

明
治
専
門
学
校)

に
も
実
習
報
告
書
が
所
蔵
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
朝
鮮
の
実
習
報
告
書
は
早
稲
田
大
学
に
四
冊
、
大
阪
大
学

に
一
冊
、
九
州
工
業
大
学
に
六
冊
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
一
一
冊
を
加
え
る
と
、

日
本
国
内
に
あ
る
朝
鮮
関
連
の
実
習
報
告
書
は
四
三
冊
と
な
る
。
ソ
ウ
ル
大
学
校
所

蔵
の
朝
鮮
関
連
の
実
習
報
告
書
は
四
三
冊

(

う
ち
一
冊
は
所
在
不
明)

あ
り
、
ソ
ウ

ル
大
学
校
わ
ず
か
一
校
で
、
倍
を
数
え
る
に
至
っ
た
。
植
民
統
治
時
代
の
朝
鮮
の
鉱

業
界
の
状
況

(

図
１)

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
的
価
値
を

持
つ
資
料
群
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
筆
者
ら
の
研
究

目
的
で
あ
る
社
宅
街

(

５)

に
関
す
る
記
述
も
、
そ
れ
な
り
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
朝
鮮

半
島
の
鉱
山
・
炭
鉱
に
お
け
る
労
働
者
住
宅
の
状
況
や
、
福
利
施
設
の
充
足
な
ど
に

つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
報
告
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

注

(

１)

日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
基
盤
研
究

(

Ｃ)
｢

日
本
近
代
鉱
業
系
企
業
社
宅
街

の
形
成
過
程
と
開
発
手
法
の
特
質
に
関
す
る
研
究｣

(

平
成
二
〇
〜
二
二
年
度)

、
研
究

代
表
者
、
池
上
重
康
。

(

２)

大
正
七
年
度
以
降
発
行
さ
れ
て
い
る
が
、
学
科
毎
の
詳
細
な
学
生
が
記
載
さ
れ
る
の

は
昭
和
七
年
以
降
で
あ
る
。『

日
本
植
民
地
教
育
政
策
史
料
集
成』

に
所
載
の
復
刻
資

料
な
ら
び
に
、
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
原
典
よ
り
作
成
し
た
。

(

３)

池
上
重
康
・
砂
本
文
彦
・
中
江
研
・
角
哲

｢【

資
料
紹
介】

旧
帝
国
大
学
採
鉱
・
冶

金
学
科

｢

実
習
報
文｣

一
覧

(

一
八
七
九
年
〜
一
九
五
〇
年)｣

(

九
州
大
学
記
録
資
料

館

産
業
経
済
資
料
部
門

『

エ
ネ
ル
ギ
ー
史
研
究』

第
二
二
号
、
二
〇
〇
七
年
三
月)

二
一
〜
二
九
頁)

(

４)

注

(
３)

に
同
じ
。

(

５)

社
宅
研
究
会

『

社
宅
街

企
業
が
育
ん
だ
住
宅
地』

(

学
芸
出
版
社
、
二
〇
〇
九

年)

を
参
照
。
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図１ 朝鮮半島における主要鉱山分布図 (朝鮮総督府殖産局鉱山課編纂 『昭和十一年朝鮮鉱業の趨勢』 所載)



協

力
�
井
上
高
聡

(

北
海
道
大
学
大
学
文
書
館

助
教)

執
筆
者
所
属
�
池
上

(

北
海
道
大
学

助
教)

砂
本

(

広
島
国
際
大
学

准
教
授)

目
録
の
凡
例
�

[

実
習
年]

欄
の

｢

＊｣

は
図
書
検
索
で
は
ヒ
ッ
ト
す
る
が
、
所
在
が
確
認
で
き
な
い
も
の
。

西
暦
で
表
示
し
た
実
習
年
は
、
報
告
書
の
記
載
内
容
よ
り
判
定
し
た
。

[

年
度]

は
実
習
報
告
書
の
背
表
紙
の
記
載
に
従
い
、
元
号
で
表
記
し
た
。

[

氏
名]

は
実
習
報
告
書
の
背
表
紙
あ
る
い
は
、
中
表
紙
の
記
載
に
従
っ
た
が
、
図
書
管
理

用
ラ
ベ
ル
に
隠
れ
て
判
別
で
き
な
か
っ
た
も
の
が
二
冊
あ
っ
た
。

[

実
習
報
告
書
表
題]

は
、
実
習
報
告
書
の
背
表
紙
の
記
載
に
従
っ
た
。
現
存
が
確
認
で
き

な
か
っ
た
も
の
は
、
図
書
検
索
シ
ス
テ
ム
に
登
録
の
表
題
を
そ
の
ま
ま
記
載
し
た
。

[

鉱
業
権
者]

は
実
習
報
告
書
の
記
載
内
容
よ
り
判
断
し
た
。

[

所
在
地]

は
、
朝
鮮
は
道
名
を
、
満
洲
は
省
名
を
併
記
し
た
。
日
本
は
県
名
の
み
記
載
し

た
。

[

所
属]

は
、
実
習
報
告
書
中
表
紙
の
執
筆
者
の
記
載
に
従
っ
た
。
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実習年 年 度 氏 名 実習報文表題 鉱業権者 所 在 地 所属

1919 大正８年度 三好十六 鎭南浦製錬所報告書 久原鉱業株式会社 朝鮮平安南道
京城工業
専門学校
鉱山科

1920 大正９年度 金大羽 雲山金鉱報告書 東洋合同鉱業会社 朝鮮平安北道

1921 大正10年度 金顯哲 昌成佛人特許金鉱調査報告 朝鮮平安北道

1923 大正12年度 栗浦金□ 撫順炭礦大山採炭所報告書 南満洲鉄道株式会社 満洲奉天省

京
城
高
等
工
業
学
校
鉱
山
科

1928 昭和３年度 大塚茂 三井山野鉱業所報告書 三井鉱山株式会社 福岡県

1928 昭和３年度 森崎茂 万田炭坑報告書 三井三池鉱業所 福岡県・熊本県

＊ 昭和３年度 大和俊雄 鎭南浦製錬所報告文 朝鮮平安南道

1930 昭和５年度 不明 撫順炭礦大山採炭所報告書 南満洲鉄道株式会社 満洲奉天省

1931 昭和６年度 西原秀雄 撫順炭礦大山採炭所報告書 南満洲鉄道株式会社 満洲奉天省

1931 昭和６年度 中山巌 撫順炭礦古城子採炭所報告書 南満洲鉄道株式会社 満洲奉天省

1931 昭和６年度 兼田幸 鯛生金山報告書 鯛生金山株式会社 大分県

1931 昭和６年度 中山巌 鞍山製鉄所選鉱工場見学報告書 株式会社昭和製鋼所 満洲奉天省

1932 昭和７年度 柳康福 橋洞金鉱報告書 橋洞金山株式会社 朝鮮平安北道

1932 昭和７年度 高橋武雄 義州鉱山報告書 義州鉱山株式会社 朝鮮平安北道

＊ 昭和８年度 鈴木弘毅 宣川金山報告

＊ 昭和８年度 安鳳益 光陽金山報告書

1933 昭和８年度 福田正三 撫順炭礦東郷採炭所報告書 南満洲鉄道株式会社 満洲奉天省

1933 昭和８年度 松本弘 吉祥鉱業所報告書 朝鮮鉱業開発株式会社 朝鮮平安北道

1934 昭和９年度 葛原英夫 成興鉱山報告書 日本鉱業会株式会社 朝鮮平安南道

1934 昭和９年度 原田敏雄 成興金山報告書 日本鉱業会株式会社 朝鮮平安南道

表２ 実習報告書目録
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1934 昭和９年度 松崎富海彦 花田里鉱山報告 三菱鉱業株式会社 朝鮮江原道

京
城
高
等
工
業
学
校
鉱
山
科

＊ 昭和９年度 石川武 永興鉱業所報告書 東洋拓殖株式会社 朝鮮咸鏡南道

1935 昭和10年度 鄭弘秀 中央金鉱報告書 (附尚州金
鉱製錬報告) 中央鉱山株式会社 朝鮮忠清南道

1935 昭和11年度 宍戸馨 撫順炭礦東郷採炭所報告書 南満洲鉄道株式会社 満洲奉天省

1936 昭和11年度 尹��欽 橋洞金山報告書 中外鉱業株式会社 朝鮮平安北道

1936 昭和11年度 安昌�� 義州鉱山第二鉱業所報告書 (三井財閥) 朝鮮平安北道

1936 昭和11年度 趙興植 永中金山報告書 住友合資会社 朝鮮京畿道

1937 昭和12年度 李洪雨 永興鉱業所報告書 東洋拓殖株式会社 朝鮮咸鏡南道

1937 昭和13年度 河井威 瓮津鉱山報告書 日本鉱業株式会社 朝鮮黄海道

1937 昭和13年度 金相殷 青岩鉱山報告書 三菱鉱業株式会社 朝鮮咸鏡北道

＊ 昭和13年度 結城松雄 生野鉱山報告書 三菱鉱業株式会社 兵庫県

1938 昭和13年度 咸聖熙 発銀鉱山報告書 日本鉱業株式会社 朝鮮平安北道

1938 昭和13年度 加澤理水 高玉鉱山報告書 日本鉱業株式会社 福島県

1938 昭和13年度 朱龍興 成興鉱山報告書 日本鉱業株式会社 朝鮮平安南道

1938 昭和13年度 柳昌燮 瓮津鉱山報告書 日本鉱業株式会社 朝鮮黄海道

1938 昭和14年度 孫澤 成興鉱山報告書 日本鉱業株式会社 朝鮮平安南道

＊ 昭和14年度 金興鉉 撫順炭礦東郷坑採炭所報告書 南満洲鉄道株式会社 満洲奉天省

1939 昭和14年度 岡本直盛 亀城金山報告書 古河石炭鉱業株式会社 朝鮮平安北道
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1939 昭和14年度 宋聖律 楽山鉱山報告書 日本鉱業株式会社 朝鮮黄海道

1939 昭和14年度 斉藤壇 文明鉱山報告書 朝鮮鉱業開発会社 朝鮮慶尚北道

1939 昭和14年度 孫秉鑽 楽山鉱山報告書 日本鉱業株式会社 朝鮮黄海道

1939 昭和14年度 尹泰圭 慈城金山報告書 東洋拓殖株式会社 朝鮮平安南道

1940 昭和15年度 楠田基樹 遂安鉱山実習報告書 日本鉱業株式会社 朝鮮黄海道

1940 昭和15年度 金谷宗�� 三井系三成鉱山本坑報告書 三井三成鉱業株式会社 朝鮮平安北道

1941 昭和15年度 李彩煥(延原正憲) 金井鉱山報告書 金井鉱山株式会社 朝鮮慶尚北道

1941 昭和16年度 上野忠之 三陟炭礦報告書 三陟開発株式会社 朝鮮江原道

1941 昭和16年度 山元文男 高原金山報告書 株式会社住友本社 朝鮮咸鏡南道

1941 昭和16年度 南柄�� 鉄廠子採炭所報告書 東辺道開発株式会社 満洲通化省

1941 昭和16年度 西國弘 住友高原鉱山調査報告書 株式会社住友本社 朝鮮咸鏡南道

1941 昭和16年度 沈賢鍾 元灘炭坑報告書 朝鮮無煙炭会社 朝鮮平安南道

1941 昭和16年度 藤井政男 紀州鉱山報告書 石原海運産業株式会社 三重県

1941 昭和16年度 中川善太�� 佐渡鉱山報告書 三菱鉱業会株式会社 新潟県

1941 昭和16年度 石井博澄 茂山鉄山報告書 茂山鉄鉱株式会社 朝鮮咸鏡北道

1941 昭和16年度 金田世權 利原鉄山報告書 利原鉄山株式会社 朝鮮咸鏡南道

1941 昭和16年度 上鶴美明 倒流水鉱山実習報告書 熱河鉱業開発株式会社 満洲熱河省

1941 昭和16年度 灰田三�� 別子銅山報告書 住友鉱業株式会社 愛媛県

1942 昭和17年度 平朴��珪 大孤山鉄山報告書 株式会社昭和製鋼所 満洲奉天省

1942 昭和17年度 都合守俊 無極鉱山報告書 朝鮮製錬株式会社 朝鮮忠清北道

1942 昭和17年度 徳山盛一 洪川金山報告書 日本産金振興株式会社 朝鮮江原道

1942 昭和17年度 竹山春彦 咸安鉱山報告書 昭和鉱業株式会社 朝鮮慶尚南道

1942 昭和17年度 島崎庄平 撫順炭礦老万大斜坑実習報告書 南満洲鉄道株式会社 満洲奉天省

1942 昭和17年度 松谷清 遂安鉱山実習報告書 昭和鉱業株式会社 朝鮮黄海道

1942 昭和17年度 茂村豊市 遂安鉱山実習報告書 昭和鉱業株式会社 朝鮮黄海道

1942 昭和17年度 水野光茂 三神炭坑報告書 朝鮮無煙炭会社 朝鮮平安南道

1942 昭和18年度 河村弘造 三和鉄山現況調査報告書 朝鮮三和鉄山鉱業所 朝鮮江原道




